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顧問  前田 達男

日本経がFがバブル|こ :南っていた頃は、キツイ、

キタナイ、キケンの3Kで敬遠されていたヮン

ダーフォーゲノ嗜Бも、最近は2桁の新入生を迎

えている。部員数も、硬式庭球部や合気道部と

同じ40名イt体育会系サークルの平均よりも多

い。とはいえ、鈴数名の部員を擁し、陸上競技

部を抜いて トップの座にいたこともあるという

のは伝説になってしまった。

4月 新入歓迎会、 5月 新 トレ高ヨエ 6月 合

宿 トレ、 7月夏合宿、 8月 PW&PW、 9月 小

屋i愕臥 10月秋休みPW、 11月 金大祭PW、 12

月冬合宿、 1月 新年PW・ 追コン、 2月 1・ 2

年山イス 3月春合宿、 4月 春休み犀奥PWと、

絶え間のなかったヮングル歳時記にも、所々空

白が生じている。夏合宿から飯豊・朝日は姿を

消したし、厳冬期甲斐駒・柑l文の下山報告を聞

かなくなって久しい。教養部の廃上で秋休みの

なくなった今では、自山一ベルクハイムを計画

することもままならぬであろう。かく言う私も、

後立春山PWで気象係を務めるチャンスもなく

なったし、PW随行という名目で会1・ 三の窓を

再訪したり、槍穂縦走に便乗して西穂まで足を

伸ばしたのも昔話になってしまった。

顧間という仕事は、団体結成届や行事計画に

判を押すこと以外は、何か困った問題が起こっ

た時の‐種の弁護役を引き受けることだと、自

認している。だから、弁護士を生業としていた

亡父とは異なって、困り事など生じないほうが

顧間としての出番もなく、本業に励むことがで

きるはずである力ヽ 実はそうでもない。もちろ

ん事故など起こって欲しくもない力ヽ 学生と若

者は、元来、やんちゃなもの。仕事の邪魔をせ

ぬようにと計画書の提出を控えたり、チャレン

ジ精神を引っ込める必要はない。やんちゃ′亡ヽと

それをrefreshさ せてくれる学生の存在は、こ

の職業には欠かせないからである。

渡り鳥の元祖は1晦 ドイツである力ヽ 日

本に来る渡り鳥はドイッよりもロシアであろう。

40と いう数字は、ロシア語で120、 30、 50な ど

と異なった表記であり、40(周)年祭は普通名

詞化している。ヮンダーフォーゲルの40周年は

一つの区切りであり、また新たな出発でもある。

中高年にカテゴライズされようとも、気持ちは

いつまでも現役でありたいものである。

前田顧間の連絡先

(会報9号謁載ミスにつき、ご訂正下さい)

0"併 0965 金沢市笠舞2-5-12

電 076-22-圏

FAX 076-22-55X

潤 議: 籠 076-264-V9

FAX 076-234-4067

maeda330@kenroku.ipcokanazatt uoac.jp

左より

前田顧間

1鋼]大島OB会会長

1剛 椿川実行委員長

15期 舟田事務局長

期 銅



金 沢 大 学 ヮ ン ダ ー フ ォ ーー ブ ル 菩Б

創 寺 40周 年 記 念 総 会 ‐ 懇 親 会

平成 10年 9月 12日 (_LD 。13日 (日 )

金沢市大菱池町  「医王の里」

日光を浴びよ   自然に親じめ

浩然の気を養え  民謡を唄え

山に登れ     伝説を取りもどせ

祖国の土に芽くむ魂を思え

そしてさらに

身体を健全にし  厳格して自己を訓練し

青春の精力を濫費するな

側 立モットーより)

<会場配置図 >

4■
■日のコl二∫ミここ
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40周 年記念事業参加 OB一 覧

前 田 達男 (顧問 )

西尾 皓史 (3期 )

池田  進 (6期 )

保田  敦  (9期 )

森川  功  (11期 )

井上 史三 (11期 )

柴田 訓子 (13期 )

大島 良治 (13期 )

松林 知一 (15期 )

佐野 哲雄 (15期 )

中野 淳 一 (16期 )

字野 和子 (17期 )

津島 直也 (18期 )

安井  聡  (21期 )

渋谷 敏行 (29期 )

柴田 祐介 (37期 )

小林 俊夫 (38期 )

字根 悟史 (38期 )

川本 幸代 (39期 )

藤牧 康子 (釘勤

OB関名  ご家族11名 合言協9名

9′月  ■ 2 EI (L)

15:00 会場設営 。実行委員うちあわせ

」ヽ立野キャンパスヘ配車

16:00 受付開始 (大入五千円、子供二千円)

総会資料、歌集、名札配布

16:30 総会開会 (森の家三階)

17:30 総会開会 夕食

18:30 跡片づけ 会場移動

19:00 懇親会  (運動広場)

21:00 懇親会閉会
-5-

(3期 )

(3期 )

(7期 )

(9期 )

(11期 )

(12期 )

(13期 )

(15'靭 )

(15期 )

(15期 )

(16期 )

(18'切 )

(20引明)

(23メ男)

(34期 )

(38期 )

(38期 )

(39期 )

(39期 )

鈴木

稲葉

小谷

青柳

加藤

吉 田

南

間所

奥名

坂尻

小林

大西

久富

名倉

石川

三浦

橋本

小西

石倉

(3期 )

(5期 )

(8期 )

(1lJ日 )

(11期 )

(13期 )

(13期 )

(15期 )

(15期 )

(15期 )

(16期 )

(18期 )

(20期 )

(23期 )

(36期 )

(381月 )

(38J日 )

(39澳男)

011妙

田村 昭夫

北  正昭

村田 泰恵

白井  勇

小山  清

大出  徹

橋正  徹

祖父江直久

舟田 節子

金井  澄

山内 政司

椿川 利弘

深田  進

鳥越 伸博

松浦 真也

西馬 由岳

吉原 正敏

西田 秀輝

岩倉里英子

兵一
配
評
に
師
継
肝
新一
酷
麟
健一
醐
纂
均
嚇
雑
酷
勝
鬱

ご家族の方

3期一日村 昭子・美樹  15期一松林由佳里・知恵里 高村千佳子

18期―津島 佳結 名希子 21期
‐‐安井 好子・尚美  "期――名倉 瑞紀・雅人

9月 ■ 3日 (日 )

7:00 起床 朝食

山行参加者P分け

8:30 散会挨拶 昼食配布

9:00 記念山行出発

11:30 A隊下山 昼食 解散

14:00 B隊下山 解散



会 次

(司会  椿川 利弘)

。開会――一―一――――椿川 利弘
。前期会長挨拶 ―一一―一大島 良治

・顧問挨拶 ――――‐――一前田 達男
。前期事業報告 ―…………舟田 節子
。前期会計報告 …̈………鳥越 伸博
。次期会長選出 ‐―――一大島 良治
。次期会長挨拶

会則改正

次期役員選出、

。現役主将挨拶 ‐――一―佐藤豪一郎

・閉会

以後の予定について 禾1弘

*懇親会は、雨の場合、ファイヤーを中止 し、

森の家二階を会場とする。

言己≠量ユゴ子 医王山

*13日 朝食後に、希望参加コースを最終確認します。

*しがら頸の駐車場が狭いため、医王の里―しがら頸間はビストン送迎とします。

*雨天の場合、両コースとも、大池平散策、医王の里昼食に変更します。

<Aコ ー ス >  OBチ ェック担当 ;久富 象二  坂尻 患秀

医王の里―しがら頸―白冗山一しが ら頸―医王の里

9:00発   9:30 10:1010:40 11:00 11:30着   下山後昼食 解散

<Bコ ー ス >  OBチ ェック担当 西馬 由岳 宇根 悟史

医王の里一しがら頸一大池平 。三蛇ケ滝―トンピ岩一白几山一しがら頭一医王の里

9:00発   9:30 10:20 昼食 12:40 13:10 13:10 13:30 14:00着  解散

懇 親 会 次 第

(司会  久富 象二)

。開会 ―――一――一――久富 象二

。ファイヤー点火 ―――‐―――現役
。開会の挨拶、乾杯 ―一―田村 昭夫
。各期代表挨拶

0-9期―――-5期 稲葉 正己

10-19期 ―一二́…15期 間所 新一

20-29期 ――一-20期 深田  進

30-39期 ―――-36期 石川 明弘

・ア トラクションーーーーー……現役

有志OB
・ワングル歌 ―̈―――

・閉会の挨拶

万歳三唱―一―一一――oB会長

・閉会 ――一――――‐一一久富 象二

-6-



金沢大学ワンダ‐フォーゲル部OB会 則々

(名称 )

第 1条   本会は「金沢大学ワンダニフォーゲル部OB会」と称する。
(以下本会と称する。)

(構成〕

第 2条   本会は金沢大学ワンダーフォーゲル部に所属した卒業生で構成する。

第 3条   本会は会員相互の親睦をはかるとともに、現役部員の幅広い活動環境の維持を
支援し、もって金沢大学ワンダーフォーゲル部の発展に寄与することを目的と
する。

(行事 )

第 4条   本会の目的を達成するため、次の行事をおこなう。
1.会誌の発行
2.会員名簿の整理
3. 言己念行事
4.その他目的達成に必要な諸行事

(役員 )

第 5業   本会の目的遂行および運営を円滑におこなうため、会員の互選により、次の役員
を置く。

役員の任期は5年とし、再任を妨げないものとする。

会 長    1名
副会長     1名
事務局  局長 1名

会計 1名
幹事    若残

(連絡員、運営委員)

第 6条   本会の円滑な運営のため、会長の委託により各期 1名の連絡員と若干名の運営
委員を置く。

第 7条   本会の運営に必要な指導と助言を仰ぐため、顧間を置くことができる。

(饉目)

第 8条   本会に次の機関を置く。
1.総 会
2.役員会

(線会)

第 9条   総会は 5年毎に開催するものとし、会長がこれを召集する。総会では以下の
事項を決する。

11本会の会計に関する事項
2.会則の改廃に関する事項
3.本会の行事に関する事項
4.役員の選出
5。 その他、本会に関連する諸事項

なお役員会の決定により、会長は臨時に総会を召集することができる。

(役員会)

第 10条
  警:す

は第5条の役員をもって構成し、本会の運営に当たるため随時開催で

(役員の精充〕

第11条
  籍晃損資号窪議は蔀糧喜魔経量倉籠百響奮「

る。

-7



(会費)

第 12条  本会の経費は会員の納める会費と寄付金をもってこれに充てる。
会費は年間 2000円 とする。

ただし、役員会において必要と認めた場合は臨時会費を徴収することができる。
なお現役部員の部活動にたいし、役員会の決定により、その費用の一部を本会
の会費より充当することができる。

(付員1)

本会則は平成5年 8月 21日 より実施する。

本会の事務局は事務局 長々宅に置く。

平成10年 9月 12日 第 5条 改正

総会にて、

・OB会会則第5条改正を承認

・会計報告を承認

(当日は8月 31日締めの集計をご承認いただきました。平成10年分までをご納入頂い

ておりますので、掲載は11月 30日締めになっております。ご了承下さい。)

。以下の役員を承認

(今後ともご協力をお願いします。)

4ヨ1    」害名 IF■ α鋤

喜囃   上5 甦 α鋤

事務局長 舟田 節子 α鋤

会計  J識 菫 伸博 123勤

幹事   iUll 隆次 α鋤

久富 象二 帥

名倉  均 鋤

<山小屋酒場おやじ 辰野 隆義 GttD>

岡部 {申一 α8野D     栂 難 u9靭

深田  進 α璃り   森恵利子 α動

各期代表連絡員  (*1漸 IIl

l-3期 北  正昭    4期
6期 合津  尚    7期
9期 自井  勇    10期

12期 赤地 賢一*   13期

15期 坂尻 忠秀    16期

Ю期 椿川 利弘  Ю期

21期 大沢 安一*   22期

24期 麻田 正弘   あ期

27期 二木 博子   "期
30期 野田 千疇谷   31期
器期 奥出 俊■   縫期

36期 石川 明弘*   訂期

"期
 老田 浩章*

鈴木 lF国

沢田 孝雄 *

山知  亮

鳩 齢

ヨUll 隆次

キ母  J胡性

森 恵利子

高橋 伸治

浜本 信一

,廟感ユ郎

金田  学 *

柴田 祐介 *

-8-

5期 稲葉 正己

8期 山村 嘉一

11期 青柳 健二*

1馴 観 得

17期 渡辺 和文

"期
 久富 象二

郎期 名倉  均

%期 藤田 章三*

"期
 高木 美保

舘期 Jヽ山 恵介

%期 吉田  稔*

器期 吉原 正敏*



1"墜3 ]閣11 15舟田 23鳥越
"久

富 鈴深田 
“

名倉

実行委員長と新役員 (ほぼ留任)のみなさん

40周 年記念事 業 収 支 明細
(平 成 10年 9月 12日 ～ 13日 )

《 収 入 の 部 》

会  費 (大 人 05,000小 人 02,000)

カ ンパ (1期 仙 田 さん よ り)

OB会 よ り補助

309,000
20, 000

333, 884
662, 884

279, 000

73, 310

153, 656

95, 809

43, 659

6, 000

4,250

7, 200

《 支 出 の 部 》

ワ ンゲ ル歌集 作成 費

宿 泊 費 (医 王 の里 )

食  費 (明 細 下記 )

澤雪  it

写 真 代

ガ ソ リン代

名  札

氷  代

662, 884

49, 327
33, 879
24, 250
46, 200

○ 食 費 明細

夕 食・ 朝 食材料

オ ー ドプル・ つ まみ

第 七 ギ ョーザ

昼 食 (芝 寿 司 )

-9-
153, 656

晰 輻
鯰



人

ハ

(平 成 6`千三1月 1日 ～ 平 成 1

《 収 入 の 部 》

OB会 費納入

ベ ル クハ イム カ ンパ

寄付・ その他

△
〓

B0 計
0111

生
ロ

月 30日 )

報

Ｈ

3, 695, 000
422, 000

143, 066

《 支 出 の 部 》

OB会 報 (や ま ざ と )

現 役小 屋作 業 援 助

OB・ 現役 3年 懇 親 会

春・ 秋 の小 屋 酒場

東 海 ワ ンゲル会 (7年 7月 )

月 見 の宴 (7年 9月 )

リフ レッシュ会 (8年 5月 )

ベ ル クハ イノ、発 刊 (8年 12月 )

40周 年記 念 事 業 (10年 9月 )

その他 (連 絡 費・ 文具 費 等 )

4, 260, 066

1, 761,

250,

477,
217,

106,

69,

224,

357,

333,

407,

387(9回 )

000(5回 )

985(5回 )

797(5回 )

992
876
088
000
884
748

《差 引 剰 余 金 》

35周 年 繰 越 金

収 入 の 部

支  出  の  部

4, 206, 757

707, 169
4, 260, 066
4, 206, 757

剰 余 金 合 言|‐ 760, 478

-10-


